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表紙の写真
今
月
号
の
表
紙
は
、
第
八
回
長
崎
女
子
短
大
で
の
水
産
教
室
の
様
子
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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平
戸
・
上
五
島
地
区
で
、
秋
の
風
物
詩
で
も
あ
る
小
ト
ビ
の
水
揚
げ
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

　

小
ト
ビ
と
は
、
体
長
十
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
程
度
の
小
型
ト
ビ
ウ
オ
の
総
称
で
、
北
風
が
吹
き
始
め
る
九

月
か
ら
十
月
に
か
け
て
盛
漁
期
を
迎
え
、
定
置
網
や
二
艘
曳
き
で
漁
獲
さ
れ
ま
す
。

　

通
常
、
小
ト
ビ
の
ほ
と
ん
ど
は
鮮
魚
と
し
て
流
通
せ
ず
、
主
に
出
汁
用
の
焼
き
ア
ゴ
や
塩
干
品
等
の
加
工

原
料
と
し
て
出
荷
さ
れ
ま
す
。
特
に
焼
き
ア
ゴ
は
、
雑
味
の
少
な
い
す
っ
き
り
と
し
た
上
品
な
味
と
深
い
コ

ク
の
ダ
シ
が
取
れ
る
た
め
、
一
躍
脚
光
を
浴
び
、
全
国
的
に
流
通
す
る
長
崎
県
の
代
表
的
な
食
材
の
一
つ
と

な
り
ま
し
た
。

　

今
年
の
水
揚
げ
は
、
猛
暑
の
影
響
も
あ
っ
て
か
例
年
よ
り
遅
く
始
ま
り
ま
し
た
が
、
北
風
が
吹
く
日
が
多

く
、
全
体
と
し
て
は
昨
年
並
み
で
し
た
。

　

ま
た
、
数
年
前
は
ア
ゴ
だ
し
ブ
ー
ム
に
よ
り
価
格
が
高
騰
し
ま
し
た
が
、
こ
こ
一
～
二
年
は
落
ち
着
き
、

今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
も
あ
り
昨
年
よ
り
低
い
魚
価
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

九
月
実
績
　
佐
世
保
魚
市
場
　
三
八
箱
中
心
　
約
一
万
五
千
箱
　
平
均
単
価
　
約
三
千
四
百
円

　
　
　
　
　
平
戸
魚
市
場
　
　
二
八
箱
の
み
　
約
二
万
箱
　
　
　
平
均
単
価
　
約
二
千
八
百
円

　

今
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
ト
ビ
ウ
オ
の
み
な
ら
ず
魚
価
が
下
落
し
て
お
り
、

非
常
に
厳
し
い
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
逆
境
を
乗
り
越
え
る
べ
く
職
員
一
同
邁
進
し
て
参
り
ま
す
。

令
和
二
年
度
県
北
地
区
で
の
小
ト
ビ
水
揚
げ
に
つ
い
て

令
和
二
年
度
県
北
地
区
で
の
小
ト
ビ
水
揚
げ
に
つ
い
て

令
和
二
年
度
県
北
地
区
で
の
小
ト
ビ
水
揚
げ
に
つ
い
て

佐
世
保
事
業
所

焼あごを製造している様子

とびうおを出荷する様子
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
よ
り
、
多

大
な
影
響
を
受
け
た
物
産
関
係
者
や
飲
食
店
を
応
援

す
る
た
め
、
長
崎
県
で
は
「
が
ん
ば
ら
ん
ば
長
崎 

う
ま
か
け
ん
！
長
崎
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
実
施
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
六
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
「
長

崎
よ
か
も
ん
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
で
は
県
産
品
の
消
費

拡
大
・
回
復
を
図
る
た
め
、
ネ
ッ
ト
に
よ
る
県
産
品

の
購
入
に
対
し
て
商
品
代
や
送
料
を
長
崎
県
が
支
援

す
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
商
品
代
三
割
引
き
・
二
千
円
以
上
の
購
入
で
送
料

無
料
）

　

本
会
と
し
ま
し
て
も
、
魚
価
の
低
迷
や
流
通
量
の

減
少
等
、
厳
し
い
状
況
に
追
い
込
ま
れ
て
い
る
長
崎

県
産
水
産
物
の
消
費
拡
大
を
図
る
た
め
、
積
極
的
に

ネ
ッ
ト
販
売
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

当
初
は
、
ど
の
よ
う
な
反
応
が
来
る
の
か
全
く
分

か
ら
な
い
状
況
で
し
た
が
、
し
ば
ら
く
す
る
と
テ
レ

ビ
、
新
聞
等
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
中
で
も
土
曜
ゴ
ー
ル
デ
ン
タ
イ
ム
で
の
人
気
番

組
で
放
送
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
長
崎
県
産
の
魚
に

対
し
て
問
合
せ
が
殺
到
し
、
ヤ
フ
ー
検
索
ラ
ン
キ
ン

グ
で
も
長
崎
県
の
魚
は
ト
レ
ン
ド
入
り
す
る
程
注
目

さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
予
定
よ
り
も
早
い
八
月
末
を
も
っ
て

第
一
弾
が
終
了
し
ま
し
た
が
、
十
月
二
十
日
か
ら
は
、

長
崎
県
の
補
正
予
算
に
よ
り
第
二
弾
が
決
定
さ
れ
ス

タ
ー
ト
し
て
お
り
ま
す
。

　

第
二
弾
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
若
干
割
引
が
減
額
さ

れ
商
品
代
が
二
割
引
き
と
な
り
ま
し
た
が
、
二
千
円

以
上
の
購
入
で
の
送
料
無
料
は
継
続
さ
れ
て
お
り
、

た
い
へ
ん
お
得
な
内
容
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
伴
う
自
粛
生

活
に
よ
り
、
首
都
圏
を
は
じ
め
大
都
市
で
は
、
自
宅

で
の
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
が
当
た
り
前
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
外
で
食
事
を
と
る
こ
と
が
敬
遠
さ
れ
る
状
況
と

な
っ
た
こ
と
で
、
家
庭
で
料
理
を
す
る
機
会
が
増
加

し
、
売
り
上
げ
の
増
加
に
つ
な
が
っ
た
も
の
と
推
測

さ
れ
ま
す
。

　

現
在
、
外
出
す
る
こ
と
な
く
自
宅
で
パ
ソ
コ
ン
や

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
っ
て
簡
単
に
産
地
か
ら
食
材

を
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
行
動
を
制
限
さ
れ
た
状
況
の
中
で
、

こ
の
よ
う
な
ネ
ッ
ト
に
よ
る
販
売
を
応
援
す
る
今
回

の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
大
変
効
果
的
で
あ
っ
た
と
思
わ

れ
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
飲

食
店
等
が
休
業
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
こ
と
は
本
県
水

産
業
界
に
と
っ
て
も
大
変
な
痛
手
と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
そ
の
反
面
、
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
産
地
か
ら

水
産
物
を
直
接
取
り
寄
せ
る
消
費
者
は
増
加
し
て
お

り
ま
す
。

　

今
後
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
収
束
し
た
後
も
、
今
回

の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
利
用
者
が
、
本
県
水
産
物
の
愛
用

者
と
な
り
、
更
な
る
消
費
拡
大
に
つ
な
が
る
こ
と
を

期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
も
消
費
者
の
ニ
ー
ズ
や
浜
の
状
況
の
把
握
に

努
め
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
販
売
拡
大
に
つ
な
げ
て
い

き
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご
協
力
の
程
宜
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
！

ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
！

福
岡
事
業
部
　
営
業
課
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
克
服
す
る
た
め
、
感
染
拡
大
防
止
対
策
を
行
い
つ
つ
、

販
路
の
回
復
・
開
拓
、
生
産
・
販
売
方
法
の
確
立
・
転
換
な
ど
の
経
営
継
続
に
向
け
た
漁
業
者
の

取
組
み
を
支
援
す
る
た
め
に
、
本
補
助
金
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
一
次
募
集
の
申
請
状
況
と
結
果
に
つ
い
て
】

　

一
次
募
集
（
七
月
二
十
九
日
締
切
分
）
に
つ
き
ま

し
て
は
、
全
国
で
申
請
の
あ
っ
た
八
〇
八
八
九
件
に

つ
い
て
、
審
査
委
員
会
に
よ
る
審
査
の
結
果
六
八
二

九
二
件
が
採
択
さ
れ
、県
下
漁
協
で
は
七
六
〇
件（
一

〇
〇
〇
名
）
の
申
請
に
対
し
、
七
五
五
件
が
採
択
さ

れ
ま
し
た
。

　

本
補
助
金
を
活
用
し
、
漁
業
関
係
者
と
の
接
触
機

会
を
減
ら
す
こ
と
を
目
的
に
高
性
能
無
線
機
を
導
入

す
る
漁
業
者
が
多
く
、
約
九
四
〇
台
の
申
請
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
他
高
性
能
レ
ー
ダ
ー
や
プ
ロ
ッ
タ
ー

等
の
漁
労
用
機
器
の
申
請
が
多
数
を
占
め
て
い
ま
し

た
。

【
二
次
募
集
の
申
請
に
つ
い
て
】

　

十
月
十
九
日
か
ら
十
一
月
十
九
日
に
か
け
て
二
次

募
集
が
受
け
付
け
ら
れ
、
県
内
漁
協
か
ら
三
六
二
件

の
申
請
が
あ
り
ま
し
た
。

　

二
次
募
集
で
は
、
一
次
募
集
に
間
に
合
わ
な
か
っ

た
方
が
主
に
申
請
を
あ
げ
て
お
り
、
一
次
募
集
と
同

様
に
高
性
能
無
線
機
の
申
請
が
最
も
多
く
約
二
八
〇

台
の
申
請
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
申
請
数
は
少
な
い

も
の
の
魚
群
探
知
機
や
養
殖
用
の
自
動
給
餌
機
、
自

動
操
舵
機
（
オ
ー
ト
パ
イ
ロ
ッ
ト
）
等
の
機
器
が
一

次
募
集
と
比
べ
て
申
請
に
占
め
る
割
合
が
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。

　

本
事
業
の
申
請
が
終
了
し
、
今
後
作
成
し
た
事
業

内
容
に
沿
っ
て
感
染
症
対
策
を
実
施
し
て
い
く
こ
と

と
な
り
ま
す
が
、
長
崎
県
だ
け
で
は
な
く
全
国
的
に

も
多
く
の
申
請
が
あ
り
、
採
択
の
決
定
通
知
も
予
定

よ
り
大
幅
に
遅
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
一
次
申
請

分
に
つ
き
ま
し
て
は
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
事
業

実
施
期
間
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
二
次
申
請
分

の
事
業
実
施
期
間
と
同
様
に
二
月
二
十
八
日
ま
で
の

延
長
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

本
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
円
滑
な
本
事
業
の
実

施
の
た
め
、
情
報
発
信
や
サ
ポ
ー
ト
等
に
努
め
て
い

き
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
し
ま

す
。

『
経
営
継
続
補
助
金
』
の
申
請
状
況
に
つ
い
て

『
経
営
継
続
補
助
金
』
の
申
請
状
況
に
つ
い
て

総
務
指
導
部
　
指
導
課

○
一
次
募
集
の
申
請
数

　

単
独

七
三
二
件

　

共
同（
う
ち
参
加
人
数
）

二
八
件（
二
八
六
名
）

○
一
次
募
集
の
取
組
内
容（
導
入
機
器
）
※
重
複
採
択
あ
り

　

高
性
能
無
線
機

約
九
四
〇
台

　

高
性
能
レ
ー
ダ
ー

約
三
六
〇
台

　

プ
ロ
ッ
タ
ー

約
七
〇
台

　

魚
探

約
五
〇
台

　

Ａ
Ｉ
Ｓ

約
二
〇
台

○
二
次
募
集
の
申
請
数

　

単
独

三
六
〇
件

　

共
同（
う
ち
参
加
人
数
）

二
件（
二
〇
名
）

○
二
次
募
集
の
取
組
内
容（
導
入
機
器
）

　

高
性
能
無
線
機

約
二
八
〇
台

　

高
性
能
レ
ー
ダ
ー

約
九
〇
台

　

プ
ロ
ッ
タ
ー

約
六
〇
台

　

魚
探

約
五
〇
台

　

Ａ
Ｉ
Ｓ

約
五
台
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長
崎
女
子
短
期
大
学
の
栄
養
士
コ
ー
ス
の
学
生
は
、

卒
業
後
に
栄
養
士
の
資
格
が
与
え
ら
れ
、
病
院
や
保

育
園
、
高
齢
福
祉
施
設
等
で
栄
養
管
理
の
プ
ロ
フ
ェ

ッ
シ
ョ
ナ
ル
と
し
て
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

県
漁
青
連
で
は
、
こ
の
水
産
教
室
を
き
っ
か
け
に
長

崎
県
で
水
揚
げ
さ
れ
る
魚
に
親
し
ん
で
も
ら
い
、
将

来
、
食
の
プ
ロ
と
し
て
活
躍
す
る
際
に
魚
を
使
っ
た

料
理
を
積
極
的
に
作
っ
て
ほ
し
い
と
企
画
し
、
毎
年

開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
よ
り
、
一
年
生
と
二
年
生
を
対
象
と
し
て
、

年
二
回
開
催
す
る
こ
と
と
な
り
、
今
回
は
大
学
側
の

要
望
で
マ
ア
ジ
を
用
意
し
、
二
年
生
に
対
し
水
産
教

室
を
行
い
ま
し
た
。

　

始
め
に
、
本
会
牧
島
監
事
が
魚
の
特
徴
や
旬
の
時

期
等
の
説
明
を
交
え
な
が
ら
、
刺
身
づ
く
り
の
実
演

を
学
生
に
披
露
し
ま
し
た
。 

　

二
年
生
と
も
な
る
と
包
丁
さ
ば
き
が
上
達
し
て
お

り
、
ス
ム
ー
ズ
に
作
業
を
進
め
る
様
子
が
見
ら
れ
、

中
に
は
一
人
で
三
匹
捌
く
学
生
も
お
り
、
成
長
ぶ
り

が
う
か
が
え
ま
し
た
。

　

次
回
、
一
年
生
を
対
象
と
し
た
水
産
教
室
を
来
年

一
月
に
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
の
中
、
当
大

学
と
の
水
産
教
室
に
加
え
、
長
崎
県
産
の
魚
を
使
っ

た
レ
シ
ピ
集
を
考
案
す
る
等
、
活
動
が
限
ら
れ
た
中

で
魚
食
普
及
に
繋
が
る
取
組
が
実
施
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
、
我
々
青
年
部
に
し
か
で
き
な
い
活
動

を
積
極
的
に
展
開
し
、
魚
食
普
及
は
も
と
よ
り
、
水

産
業
の
発
展
等
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

第
八
回
　水
産
教
室
を
開
催

第
八
回
　水
産
教
室
を
開
催

長
崎
県
漁
協
青
壮
年
部
連
合
会

　
さ
る
十
月
六
日
に
長
崎
女
子
短
期
大
学
で
、
栄
養
士
コ
ー
ス
を
受
講
し
て
い
る
学
生
を
対
象
に

マ
ア
ジ
の
捌
き
方
を
含
め
た
水
産
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

牧島監事による捌き方の実演

学生に捌き方を教えている様子
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今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と

し
て
、
出
席
者
を
制
限
、
マ
ス
ク
着
用
の
徹
底
、
入

場
時
の
検
温
、
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
等
を
実
施
し
た
上

で
開
催
し
ま
し
た
。
な
お
、
慣
例
で
あ
る
総
会
後
の

懇
親
会
に
つ
い
て
は
中
止
し
ま
し
た
。

　

総
会
に
先
立
ち
、
令
和
元
年
度
功
労
者
表
彰
が
行

わ
れ
、
本
県
に
お
け
る
定
置
網
の
振
興
に
寄
与
さ
れ

た
一
名
に
賞
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
、
そ
の
後
、
総

会
と
研
修
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
◆
功
労
者
表
彰

　
【
長
崎
県
漁
連
会
長
賞
】

　
　

今
野　

定
利　
氏
（
生
月
漁
協
所
属
）

 

◆
総
　
　
　
会

　

始
め
に
主
催
者
を
代
表
し
、
本
協
会
の
草
野
会
長

が
挨
拶
を
述
べ
た
後
、長
崎
県
水
産
部
部
長
（
代
読
：

川
口
次
長
）
及
び
長
崎
県
漁
業
協
同
組
合
連
合
会 

髙
平
会
長
よ
り
来
賓
挨
拶
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

草
野
会
長
を
議
長
に
選
任
し
、
各
議
案
に
つ
い
て

審
議
さ
れ
全
議
案
と
も
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

〇
第
一
号
議
案　

�

令
和
元
年
度
業
務
報
告
及
び
決
算

承
認
の
件�

　

※�

監
査
報
告　

鴨
川　

周
二
（
舘
浦
漁
協
）
監
事

よ
り
報
告

〇
第
二
号
議
案　

�

令
和
二
年
度
事
業
計
画
及
び
収
支

予
算
（
案
）
承
認
の
件

〇
第
三
号
議
案　

そ
の
他
の
件

　

今
年
度
よ
り
、
新
規
会
員
と
し
て
五
島
海
区
よ
り

有
川
町
漁
協
、
新
魚
目
町
漁
協
が
本
協
会
へ
加
入
し

た
こ
と
を
報
告
し
ま
し
た
。

長
崎
県
定
置
漁
業
協
会
総
会
・
研
修
会
開
催
さ
る

長
崎
県
定
置
漁
業
協
会

　
さ
る
十
月
十
六
日
に
長
崎
県
漁
協
会
館
に
て
、
長
崎
県
定
置
漁
業
協
会
の
第
五
十
一
回
通
常
総

会
及
び
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
総
会
に
は
、
会
員
三
十
一
名
、
賛
助
会
員
七
名
の
他
、
行

政
や
系
統
団
体
等
、
出
席
者
を
制
限
し
た
中
で
開
催
し
、
全
議
案
が
原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

表彰される今野氏

草野会長による挨拶
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◆
研
　
修
　
会

　

講
演
①�

「
多
様
な
時
間
・
空
間
ス
ケ
ー
ル
で
の
海

の
変
化
―
大
雨
・
台
風
・
あ
び
き
か
ら
地

球
温
暖
化
―
」

　

長
崎
地
方
気
象
台　

台
長　

中
野　

俊
也　
氏

　

地
球
規
模
で
の
長
期
的
な
海
の
変
化
（
海
面
水
温

の
変
化
傾
向
、
海
洋
酸
性
化
、
貧
酸
素
化
、
塩
分
濃

度
の
変
化
等
）・
将
来
の
予
測
、
あ
び
き
（
副
振
動
）

に
よ
る
海
の
変
化
に
つ
い
て
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
②�

「
東
シ
ナ
海
の
温
暖
化
と
回
遊
魚
：
シ
イ

ラ
と
ブ
リ
の
行
動
計
測
の
事
例
」

長
崎
大
学
海
洋
未
来
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
機
構

教
授　

河
邊　

玲　
氏

　

長
崎
近
海
に
お
け
る
温
暖
化
の
進
行
（
日
本
近
海

の
温
暖
化
に
よ
る
水
温
上
昇
傾
向
と
産
卵
へ
の
影
響

等
）、
シ
イ
ラ
・
ブ
リ
の
回
遊
パ
タ
ー
ン
（
回
遊
経

路
や
以
前
か
ら
変
化
し
た
要
因
）
に
つ
い
て
説
明
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　　

ど
ち
ら
の
講
演
も
現
在
の
地
球
環
境
問
題
に
見
合

っ
た
講
演
内
容
で
あ
り
、
受
講
者
か
ら
も
「
内
容
が

面
白
か
っ
た
」「
す
ご
く
興
味
が
あ
っ
た
」「
そ
の
他

の
内
容
に
つ
い
て
も
聞
い
て
み
た
い
」
等
様
々
な
意

見
が
あ
り
好
評
で
し
た
。

　

講
演
に
つ
い
て
、
依
頼
等
あ
れ
ば
随
時
行
う
と
の

こ
と
で
あ
り
、
興
味
が
あ
る
方
は
事
務
局
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。
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長
崎
女
子
短
期
大
学
と
の
レ
シ
ピ
集
作
成

長
崎
女
子
短
期
大
学
と
の
レ
シ
ピ
集
作
成

ア
ジ
の
ペ
ペ
ロ
ン
チ
ー
ノ

材料 分量（２人分）
スパゲッティ 160g
アジ 2尾
玉ねぎ 1/4 個（40g）
にんにく 1/2 片
唐辛子 1/2 本
梅干し 2個
オリーブ油 大さじ 2
　麺の茹で汁 お玉 1杯分
　水 お玉 1杯分
塩 適量
こしょう 適量
大葉 4枚

○作り方○
①�アジは３枚におろして骨を除き、２
～３等分に切る。
②�玉ねぎは薄切り、にんにくは潰して
おく。梅干しは種を除き細かくし、
大葉はせん切りにする。
③�冷たいフライパンにオリーブ油・にん
にく・唐辛子を入れ、弱火で加熱する。
④�香りが出たらアジ・玉ねぎ・梅干し
を加え炒め合わせる。（お好みでに
んにくと唐辛子は取り除く）
⑤�鍋に湯を沸かして塩（分量外）を加
え、スパゲッティを表示より１分短
く茹でる。
⑥�④に茹で汁と水を加え一煮立ちさせ、
⑤を入れ水分を吸わせながら合わせる。
⑦�塩・こしょうで味を調え、器に盛り
大葉を散らす。
⑧完成!!

Ｑ：このレシピを選んだ理由は？
Ａ：�魚を使ったペペロンチーノがおいしそ

うだと思ったから。
Ｑ：一番のこだわりはなんですか？
Ａ：�あじの臭みを梅干しで消したこと。
Ｑ：実際作ってみて、食べてみての感想
Ａ：�麺の茹で汁を使うことで、具材と合わ

さり、おいしくできました！

山口さん

私
が
作
り
ま
し
た
!!
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「
長
崎
県
の
魚
愛
用
店
」
で
地
産
地
消
を
！

「
長
崎
県
の
魚
愛
用
店
」
で
地
産
地
消
を
！

長
崎
県
水
産
加
工
流
通
課
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橘
湾
で
漁
獲
さ
れ
る
ケ
ン
サ
キ
イ
カ
の
　

　
　
　
　
　
　
小
型
成
熟
個
体
に
つ
い
て

は
じ
め
に

　

ケ
ン
サ
キ
イ
カ
は
、
西
太
平
洋
の
北
部
（
日
本
海

南
部
か
ら
東
シ
ナ
海
）
か
ら
南
部
（
ジ
ャ
ワ
海
か
ら

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
タ
イ
沿
岸
）、
北

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ま
で
広
く
分
布
し
ま
す
。
本
種
は

特
に
東
シ
ナ
海
や
対
馬
海
峡
で
イ
カ
釣
り
、
底
曳
網
、

定
置
網
等
で
多
く
漁
獲
さ
れ
て
お
り
、
九
州
北
西
海

域
で
重
要
な
水
産
資
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

九
州
北
西
海
域
で
漁
獲
さ
れ
る
ケ
ン
サ
キ
イ
カ
は

成
熟
時
期
等
が
異
な
る
春
季
成
熟
群
、
夏
季
成
熟
群
、

秋
季
未
熟
群
、
秋
季
成
熟
群
の
四
つ
の
発
生
群
が
知

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
長
崎
県
の
橘
湾
で
は
、
底
曳
網
で
数
種
類

の
小
型
の
イ
カ
類
が
漁
獲
さ
れ
、
こ
の
う
ち
、
小
型

の
ケ
ン
サ
キ
イ
カ
は
少
し
変
わ
っ
た
特
徴
を
持
っ
て

い
ま
す
の
で
紹
介
し
ま
す
。

小
型
で
成
熟
す
る
ケ
ン
サ
キ
イ
カ

　

通
常
の
ケ
ン
サ
キ
イ
カ
は
、
外
套
背
長
（
胴
体
の

長
さ
）
が
一
四
〇
㎜
以
上
で
成
熟
す
る
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
そ
の
例
外
と
し
て
、
ス
ニ
ー

カ
ー
雄
と
呼
ば
れ
る
小
型
で
成
熟
す
る
雄
が
知
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

一
般
的
に
生
物
の
世
界
で
は
、
体
の
大
き
な
雄
ほ

ど
繁
殖
の
成
功
率
が
高
く
、
子
孫
を
残
す
可
能
性
は

高
く
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
ス
ニ
ー
カ
ー
雄
は
小
さ

な
体
を
活
か
し
て
、
一
瞬
の
隙
を
つ
い
て
雌
と
繁
殖

を
す
る
と
い
う
戦
術
を
と
る
の
で
す
。 

　

橘
湾
で
漁
獲
さ
れ
る
ケ
ン
サ
キ
イ
カ
（
以
下
、
茂

木
型
イ
カ
）
を
見
て
み
ま
す
と
、
雌
雄
と
も
に
外
套

背
長
四
〇
～
五
〇
㎜
台
で
成
熟
を
始
め
る
こ
と
が
分

か
り
ま
す
（
図
１
、
２
）。
そ
の
た
め
、
茂
木
型
イ

カ
は
既
存
の
ケ
ン
サ
キ
イ
カ
と
は
異
な
っ
た
成
熟
の

長
崎
県
総
合
水
産
試
験
場
　
　

漁
業
資
源
部
　
海
洋
資
源
科

特
徴
を
持
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

長
崎
県
総
合
水
産
試
験
場
（
以
下
、
総
合
水
試
）

で
は
、
平
成
二
十
八
年
度
か
ら
こ
の
よ
う
な
成
熟
の

特
徴
を
持
っ
た
茂
木
型
イ
カ
の
詳
し
い
生
態
を
調
べ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
か
ら
、
茂
木
型
イ
カ

に
つ
い
て
徐
々
に
明
ら
か
に
な
っ
て
き
ま
し
た
の
で
、

そ
の
結
果
を
紹
介
し
ま
す
。

図２．外套背長ごとの成熟割合（雄） 図１．外套背長ごとの成熟割合（雌）
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茂
木
型
イ
カ
の
成
熟
の
特
徴

　

茂
木
型
イ
カ
の
成
熟
の
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
た

め
、
Ｈ
二
十
八
～
Ｒ
一
年
に
採
集
し
た
外
套
背
長
一

四
〇
㎜
未
満
の
個
体
を
調
べ
ま
し
た
。
雌
は
外
套
背

長
四
〇
㎜
台
で
成
熟
個
体
が
見
ら
れ
始
め
、
大
型
に

な
る
に
つ
れ
て
そ
の
割
合
は
高
く
な
り
ま
し
た
が
、

外
套
背
長
一
三
〇
㎜
台
で
も
成
熟
し
て
い
な
い
個
体

が
見
ら
れ
ま
し
た
（
図
１
）。　

　

一
方
、
雄
は
外
套
背
長
五
〇
㎜
台
で
成
熟
個
体
が

見
ら
れ
始
め
、
外
套
背
長
一
二
〇
㎜
以
上
で
は
す
べ

て
の
個
体
が
成
熟
し
て
い
ま
し
た
（
図
２
）。

　

月
別
の
成
熟
割
合
を
見
て
み
る
と
、
雌
雄
と
も
に

周
年
に
わ
た
り
成
熟
個
体
が
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
り
ま
し
た（
図
３
）。
さ
ら
に
、生
殖
腺
体
指
数（
体

重
に
占
め
る
生
殖
腺
重
量
の
割
合
で
示
さ
れ
る
性
成

熟
の
目
安
）
を
調
べ
て
み
ま
し
た
。
ケ
ン
サ
キ
イ
カ

の
成
熟
の
目
安
は
、
生
殖
腺
体
指
数
が
雌
で
二
・
五

～
三
・
〇
以
上
、
雄
で
〇
・
八
～
一
・
〇
以
上
と
さ
れ

て
い
ま
す
（
図
４
の
赤
線
）。
茂
木
型
イ
カ
の
多
く

は
周
年
に
わ
た
り
、
雌
雄
で
こ
の
生
殖
腺
体
指
数
の

目
安
を
超
え
る
と
成
熟
し
て
い
ま
し
た
（
図
４
）。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
茂
木
型
イ
カ
は
、
一
年
中
成

熟
個
体
が
い
て
、
大
型
に
な
る
ほ
ど
成
熟
す
る
割
合

が
高
く
な
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
ま
た
、
通
常

の
ケ
ン
サ
キ
イ
カ
と
同
程
度
の
生
殖
腺
体
指
数
で
成

熟
す
る
こ
と
も
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

 

お
わ
り
に

　

今
回
、
小
型
で
成
熟
す
る
ケ
ン
サ
キ
イ
カ
を
紹
介

し
ま
し
た
が
、
な
ぜ
橘
湾
で
漁
獲
さ
れ
る
ケ
ン
サ
キ

イ
カ
が
小
型
で
周
年
成
熟
し
て
い
る
の
か
は
分
か
っ

て
い
ま
せ
ん
。

　

前
述
し
た
よ
う
に
、
九
州
北
西
海
域
の
ケ
ン
サ
キ

イ
カ
は
春
、
夏
、
秋
に
成
熟
す
る
発
生
群
が
知
ら
れ

て
い
ま
す
。
茂
木
型
イ
カ
は
こ
れ
ら
と
は
異
な
る
、

新
た
な
発
生
群
で
あ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

一
方
で
、
い
く
つ
か
の
魚
類
で
は
個
体
群
の
減
少
、

水
温
や
餌
な
ど
の
環
境
変
化
に
よ
り
小
型
で
成
熟
す

る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
茂
木
型

イ
カ
も
環
境
等
の
要
因
に
よ
り
、
通
常
の
ケ
ン
サ
キ

イ
カ
が
小
型
で
成
熟
す
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
で
あ

る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

　

現
在
、
総
合
水
試
で
は
平
衡
石
を
用
い
て
茂
木
型

イ
カ
の
日
齢
を
調
査
し
て
い
ま
す
。
こ
の
調
査
か
ら
、

茂
木
型
イ
カ
が
若
く
身
体
が
大
き
く
な
る
前
に
成
熟

す
る
の
か
、
ま
た
は
成
長
が
遅
く
身
体
が
小
さ
い
ま

ま
で
成
熟
す
る
の
か
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

ケ
ン
サ
キ
イ
カ
を
は
じ
め
、
水
産
資
源
の
持
続
的

な
利
用
を
目
指
す
た
め
に
は
、成
長
、成
熟
、年
齢
組

成
な
ど
の
基
礎
的
な
生
物
情
報
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
が
重
要
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
総
合
水
試
で
は
長
崎

県
の
重
要
魚
種
の
知
見
の
収
集
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、漁
業
者
、漁
業
協
同
組
合
、市
場
な
ど
の
関

係
者
の
皆
様
に
ご
協
力
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

（
担
当　

長
谷
川
隆
真
）

図３．月別の成熟割合（H28-R1 採集分）

図４．�生殖腺体指数の月変化（黒線は平均値、
赤線は一般的な成熟の目安）
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お問い合わせは、長崎県漁連 購買課まで　TEL  095-829-2418～2420

自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
！

わ
ず
ら
わ
し
さ
と
窮
屈
さ
か
ら
解
放
！

ベ
ス
ト
感
覚
で
着
れ
る

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ナ
ブ
ル
な
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト

常
時
着
用
型
救
命
胴
衣（
自
動
膨
張
式
）

反射リフレクター
エアー吹入補充バブル
ホイッスル
炭酸ガスボンベ
手動レバー



漁協は、ＪＦグループへ。

ＪＦブランド商品

漁船用エンジンのための最高級オイル。
〈エンジンオイル〉
　大漁スーパー
　大漁ロイヤル
　大漁ＬＬ
〈油圧作動オイル〉
　大漁ハイドロスーパー
〈冷凍機オイル〉
　大漁ベストクール

海には、ＪＦマークの商品を。
　

問い合わせ先　　　ＪＦ全漁連　購買事業部　石油第２課　　TEL　03-3294-9632
ＪＦ長崎漁連　購 買 課 TEL　095-829-2419

ＪＦグループ
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